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議 事 日 程 

 

令和４年８月 25日(木) 

午後１時開議 

第 １  諸般の報告 

 

 

第 ２  会議録署名議員の指名 

 

 

第 ３  会期の決定 

 

 

第 ４  第 11号議案から第 14号議案（広域連合長提案説明） 

 

 

第 ５  一般質問 

 

 

第 ６  第 12号議案から第 14号議案（討論・採決） 

 

 

第 ７  第 11号議案（総務常任委員会付託、閉会中の継続審査に付する件） 















府県市 質問者 質問時間 質　　問　　項　　目

1 奈良県
尾﨑　充典 議員

（一括）
12分 １ 体験型観光の創出について

１ 文化庁移転について

(1)文化庁の京都移転を契機とした関西文化行政の更なる発展について

(2)文化行政の更なる発展のための文化財専門職等の確保・育成について

２ ジオパークの海外向けプロモーションの推進について

１ 新型コロナウイルス感染症について

(1)新型コロナウイルス感染症の位置づけについて

(2)国民への感染予防行動の呼びかけや自治体への財政支援などについて

１ 関西広域連合が存在感を発揮するためのビジョンの策定

２ グローバルに活躍できる人材を呼び込むための取組

１ 関西広域連合としての独自事業の取組みについて

２ 大阪・関西万博に向けた取組み状況について

３ 文化庁の全面移転による関西の文化振興への効果について

４ 空飛ぶクルマのドクターヘリへの活用について

１ 女性活躍推進について

２ 多様性の尊重（LGBTなどの性的少数者支援）について

３ 食品ロス削減対策

１ 社会インフラに関する危機事象について

(1)災害時における危機事象への対応について

(2)新たな危機事象への対応について

１ 文化庁認定の日本遺産の活用について

２ 広域防災における連携について

１ 「東京一極集中の是正」という表現について

２ 海外事務所等の共同利用の現状と課題について

１ 国際会議の開催による関西の観光分野への波及効果について

２ 地産地消の推進による食料自給率の高い米の学校給食へのさらなる利用促進について

１ 大阪・関西万博とパビリオン出展計画について

２ 北陸新幹線の延伸（敦賀-大阪間）計画、JR西日本の減便・廃線問題について

３ 老朽原発をはじめとした原発再稼働問題について

１ 「ワールドマスターズゲームズ　2027関西」の開催について

(1)ＩＭＧＡとの協議について

(2)組織委員会の名称について

(3)開催に向けた体制作りについて

２ 関西広域連合の主要事業の在り方について

１ 安定したエネルギー供給についての今後の取組について

２ 脱炭素社会の実現に向けた今後の取組について

３ 武力攻撃事態の想定について

１ 大阪カジノ誘致問題について

２ 新型コロナウイルス感染症第７波への対応について

(1)関西広域連合圏域内の現状について

(2)医療ひっ迫における課題と取組について

(3)これまでの経験則を踏まえた今後の在り方について
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和歌山県

2

11

7 堺市
三宅　達也 議員
（一問一答）

14

徳島県

6

山西　国朗 議員
（一問一答）

12分

4 大阪府

9 兵庫県

13 滋賀県
周防　清二 議員

（分割）

大橋　一功 議員
（一問一答）

12 京都市

京都府

大阪市

大阪府5

10 神戸市

8 兵庫県

8分

10分

12分

成宮　真理子 議員
（一問一答）

守屋　隆司 議員
（一問一答）

北浜　みどり 議員
（一括）

山本　智子 議員
（一問一答）

16分

中村　三之助 議員
（一問一答）

8分

原　テツアキ  議員
（一括）

10分

12分

8分
八重樫　善幸 議員

（一問一答）

16分

奥村　規子 議員
（一問一答）

16分

8分

3 鳥取県
島谷　龍司 議員
（一問一答）

8分



本県選出議員の質問概要

山西 国朗 議員

１ 文化庁移転について

（１）文化庁の京都移転を契機とした関西文化行政の更なる発展について

（質問要旨）

関西各地においては、能や人形浄瑠璃などの伝統芸能や、茶道・華道などの生活文化、

さらには国宝や重要文化財などの文化遺産など、有形無形の多様な文化が受け継がれて

きた。

一方、近年は、文化芸術の分野においても新型コロナウイルス感染症対策、ＳＤＧｓ、

ＤＸへの対応など大きな転換点を迎えているところであり、文化と観光の融合など、時

代の変化に対応していく必要に迫られているところである。

折しも関西は、文化庁の京都移転、大阪・関西万博の開催に向けて、新時代を迎えよ

うとしている。文化庁の本格的な京都移転については、長官が今年度末に順次移って業

務を始めていくこととしていると聞いている。

そこで、文化庁の京都移転、それに伴う関西広域連合の今後の戦略や方針についてお

伺いしたい。

（答弁要旨）

○副広域連合長（西脇 隆俊）

能・狂言や人形浄瑠璃などの伝統芸能や茶道、華道などの生活文化をはじめ、世界文

化遺産や日本遺産、国宝・重要文化財等の歴史文化資源などが数多く存在することが、

関西の大きな魅力であるとともに、強みとなっている。

来年３月２７日に関西で業務を開始されることとなる文化庁とは、伝統文化親子教室

や関西地域文化フェア、歴史文化遺産フォーラムなど、関西地域の歴史や文化を多くの

方に知っていただくための取組を、これまでも連携して進めてきた。

本年３月に策定した第２期関西観光・文化振興計画においても、新時代の文化・観光

首都の創造を将来像として、観光・文化分野におけるＤＸの促進、文化に親しむ機会の

創出、大阪・関西万博等を活用した観光・文化の推進などを主な戦略に掲げ、時代の変

化を捉えながら、関西の強みである文化を生かした事業を進めることとしている。

具体的には、例えば、ＡＲ、ＶＲ等のデジタル技術を活用した観光・文化資源のコン

テンツ化をはじめ、文化施設を効率よく巡るデジタルパスポートの発行や、ＡＩ等によ

る利用者好みの文化観光情報を提供するシステム構築など、関西文化の魅力をより多く

の方に広めていくため、観光分野とも連携して取り組んでいくこととしている。

また、大阪・関西万博に向けては、文化庁や経済界、観光や文化関係団体等が一体と

なったオール関西で、関西文化の魅力を広く発信する事業等により、観光や産業などと

の融合等を図り、新たなビジネス創出等につなげるなど、時代の変化に対応しながら、

一過性で終わらせることなく、継続して効果を上げていくことを方針に、関西の文化行

政の更なる発展につなげていきたいと考えている。



本県選出議員の質問概要

山西 国朗 議員

１ 文化庁移転について

（２）文化行政の更なる発展のための文化財専門職等の確保・育成について

（質問要旨）

過疎化・少子高齢化等の進行による文化財継承の担い手不足により、地域の重要な伝

統や文化財が消滅の危機にある今、文化財やその所有者に最も身近な行政主体である市

町村において、多種多様な文化財の適切な保存及び積極的な活用など、それぞれの専門

性に応じた知識や技能等が求められており、専門的な人材の確保や資質の向上が不可欠

となっている。

このため、専門職適正配置に向けての市町村への助言や市町村職員を対象とした研修

会の開催等は行っていると聞いているが、市町村の体制等は十分であるとは言えない。

文化行政の更なる発展のためには、人材の確保はもとより、特に市町村職員の資質の

向上を図ることが重要であり、人材育成に向けた連携など、新たな取組を進めるべきで

はないかと考える。

私の地元である徳島県では、小規模な自治体において専門職の確保が難しく、困って

いるという声をよく聞いている。

そこで、文化資源の宝庫「関西」という強みを生かした関西広域連合ならではの今後

の方針、取組についてお伺いしたい。

（答弁要旨）

○副広域連合長（西脇 隆俊）

我が国の歴史の表舞台となってきた関西は、国宝及び重要文化財の約５割が集積する

など、豊かな歴史文化資源を有しており、これらの貴重な財産を良好な状態で保存する

とともに、活用して地域の活性化につなげていくことが期待されているところである。

文化財の保存、活用に当たっては、文化財の修復等を積極的に進め、文化財を適切に

維持、保存していく必要があると考えている。そのためには、高度な知識や技術を持っ

た専門的な人材の確保や技術力の維持、向上が不可欠であるが、文化庁の全国調査によ

ると、一般の市・町村の文化財専門職員は全国平均で１人に満たない厳しい状況にある。

また、都道府県には、市町村への指導助言などの役割を積極的に果たすことが期待さ

れているところだが、例えば関西広域連合の構成府県では、国宝・重要文化財と府県指

定等の文化財について、美術工芸品分野では職員約１０名で約６，８００件を担当して

おり、建造物分野では、職員約５０名で約３，４００棟を担当するなど、限られた職員

で対応しているのが現状である。

専門人材の資質向上についても、これまで、国や各構成府県市が実施する個別の研修

等に任されている状況であり、将来にわたって専門人材の確保や技術力の維持、向上等

を持続的に進めていくためには、議員提案の関西広域連合全体で連携し、相互協力して

いく取組が重要であると考えている。

そのため、今後、文化庁をはじめ、関西広域連合の各構成府県市の文化財保護を所管

する教育委員会等と相談し、相互協力をはじめ、効果的な連携の在り方、関西全域を対

象とした研修の実施などについて検討し、文化資源の宝庫「関西」という強みを生かし

た取組となるよう進めていきたいと考えている。



本県選出議員の質問概要

山西 国朗 議員

２ ジオパークの海外向けプロモーションの推進について

（質問要旨）

ジオパークについては、国際的に科学的・文化的価値のある地質遺産を核として、地

形・地質に関する自然環境を保護するだけでなく、教育や地域の活性化にもつなげてい

く大変重要な取組である。

徳島県三好市においても、吉野川と険しい山々がつくりだす峡谷「大歩危小歩危」や

祖谷渓の生活文化として造られた祖谷のかずら橋など、県西部エリアを対象に、現在、

ジオパーク認定を目指した取組を展開しているところである。

そこで、約２，８２０万人が訪れると想定されている２０２５年大阪・関西万博の開

催が３年後に迫る中、連合管内にあるジオパークの海外に向けたプロモーションを更に

推進し、インバウンド誘客、広域周遊観光の促進に取り組むことが重要であると考える

が、今後どのように取り組んでいくのか、所見をお伺いしたい。

（答弁要旨）

○ジオパーク担当 副委員（亀井 一賀）

ジオパークは人々を魅了する雄大な自然の宝庫であり、関西広域連合管内の山陰海岸

ジオパークと南紀熊野ジオパークは、正に大地の公園とも言えるものである。

両ジオパークでは、大自然の中で地形、地質そのものの魅力を満喫できるとともに、

トレッキングやシーカヤックのほか、吉野川でも人気のあるラフティングなどのアクテ

ィビティが盛んに行われており、外国人観光客が多く訪れる関西の魅力の一つとなって

いる。

これまで関西広域連合では、関西観光本部のホームページ「The KANSAI Guide」に両

ジオパークのコンテンツを充実させ情報発信に取り組んでいる。

また、パリやロンドン、ＵＡＥで開催されたシャルジャ国際ブックフェアでの海外ト

ッププロモーション、関西圏域で開催される国際会議等でのＰＲ、インバウンド向け旅

行商品の造成などに取り組んできた。

現在、コロナ禍でインバウンドに大きな影響が生じている状況ではあるが、関西広域

連合においては、本年度も、南紀熊野ジオパークのファムトリップによる旅行商品造成

や、国際空港、各種イベント等における両ジオパークのプロモーションなどにより、両

ジオパークの認知度向上などを図ることとしているところである。

関西広域連合としては、ジオパークの情報発信や旅行商品造成などを展開するととも

に、2025年大阪・関西万博を好機と捉え、山陰海岸・南紀熊野両ジオパークをはじめ、

関西圏域へのインバウンド誘客と広域周遊観光を促進するため、できることに全力で取

り組んでいく。


